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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｎ本（ｎは２以上の整数）の送信アンテナと、
　送信信号を周波数ダイバーシチにより送信するかマルチユーザダイバーシチにより送信
するかを通知する通知信号に応じて遅延時間を付加する遅延時間付加部と、
　を有することを特徴とする無線送信機。
【請求項２】
　ｎ本（ｎは２以上の整数）の送信アンテナと、
　送信信号を周波数ダイバーシチにより送信するかマルチユーザダイバーシチにより送信
するかを通知する通知信号に応じた遅延時間Ｔによって、前記ｎ本の送信アンテナに供給
する送信信号を最大遅延時間（ｎ－１）Ｔ以下だけ遅延させる遅延時間付加部と、
　を有する無線送信機。
【請求項３】
　前記遅延時間付加部は、前記通知信号によりマルチユーザダイバーシチが通知されたと
きには、前記ｎ本の送信アンテナのうちｊ本（ｊは整数であり、１≦ｊ＜ｎ）の送信アン
テナのみに送信信号を供給する請求項２に記載の無線送信機。
【請求項４】
　前記遅延時間付加部は、ユーザが通信を行う際に確保される周波数軸と時間軸とで規定
される領域を構成する基本領域であるチャンクの周波数帯域幅をＦｃとした場合に、前記
通知信号により周波数ダイバーシチが通知されたときは、送信アンテナ間の最大遅延時間
（ｎ－１）Ｔが（ｎ－１）Ｔ＞１／Ｆｃとなるように遅延時間Ｔを設定し、前記通知信号
によりマルチユーザダイバーシチが通知されたときは、送信アンテナ間の最大遅延時間（
ｎ－１）Ｔが（ｎ－１）Ｔ＜１／Ｆｃとなるように遅延時間Ｔを設定する請求項２に記載
の無線送信機。
【請求項５】
　前記遅延時間付加部は、ユーザが通信を行う際に確保される周波数軸と時間軸とで規定
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される領域を構成する基本領域であるチャンクの周波数帯域幅をＦｃ、ユーザに割り当て
られた通信スロットの帯域幅をＢＷとした場合に、前記通知信号により周波数ダイバーシ
チが通知されたときは、送信アンテナ間の最大遅延時間（ｎ－１）Ｔが（ｎ－１）Ｔ＞１
／ＢＷとなるように遅延時間Ｔを設定し、前記通知信号によりマルチユーザダイバーシチ
が通知されたときは、送信アンテナ間の最大遅延時間（ｎ－１）Ｔが（ｎ－１）Ｔ＜１／
Ｆｃとなるように遅延時間Ｔを設定する請求項２に記載の無線送信機。
【請求項６】
　前記遅延時間付加部は、前記通知信号の通知結果に応じて、前記ｎ本のアンテナ毎の遅
延時間Ｔを変える処理を行い、
　更に、
　ユーザ毎の送信信号の単位で変調処理を行い、各々が前記遅延時間付加部をｎ個具備す
るユーザ毎信号処理部と、
　前記ユーザ毎信号処理部から出力された信号を、前記ｎ本のアンテナ単位で合成するア
ンテナ毎信号処理部と、
　を有する請求項２～５のいずれかの項に記載の無線送信機。
【請求項７】
　前記遅延時間付加部は、前記通知信号の通知結果に応じて、前記ｎ本のアンテナごとの
循環遅延時間を変える処理を行い、
　更に、
　ユーザ毎の送信信号の単位で変調処理を行い、各々が前記遅延時間付加部をｎ個具備す
るユーザ毎信号処理部と、
　前記ユーザ毎信号処理部から出力された信号を、前記ｎ本の送信アンテナ単位で合成し
、ガードインターバルを付加するアンテナ毎信号処理部と、
　を有する請求項２～５のいずれかの項に記載の無線送信機。
【請求項８】
　前記無線送信機は、
　ユーザ毎の送信信号の単位で変調処理を行うユーザ毎信号処理部と、
　前記ユーザ毎信号処理部から出力された信号に対して、サブキャリア割り当て信号に従
いサブキャリアに割り当てるサブキャリア割り当て部と、
　前記サブキャリア割り当て部から出力された信号を、前記ｎ本の送信アンテナ単位で信
号処理するアンテナ毎信号処理部とを更に有し、
　前記遅延時間付加部は、
　前記サブキャリア割り当て部から出力される信号に対して、前記通知信号の通知結果に
応じて、サブキャリア毎に所定量の位相回転を行う位相回転部と、
　周波数時間変換を行うＩＦＦＴ部と、
　を有する請求項２～５のいずれかの項に記載の無線送信機。
【請求項９】
　ｎ本（ｎは２以上の整数）の送信アンテナと、
　送信信号を周波数ダイバーシチにより送信するかマルチユーザダイバーシチにより送信
するかを通知する通知信号により、周波数ダイバーシチが通知された場合には前記ｎ本の
送信アンテナに供給する送信信号を最大遅延時間（ｎ－１）Ｔ以下だけ遅延させ、前記通
知信号によりマルチユーザダイバーシチが通知された場合には指向制御を行うための重み
を乗算する遅延付加・指向制御部と、
　を有することを特徴とする無線送信機。
【請求項１０】
　前記無線送信機は、
　ユーザ毎の送信信号の単位で変調処理を行うユーザ毎信号処理部と、
　前記ユーザ毎信号処理部から出力された信号に対して、サブキャリア割り当て信号に従
いサブキャリアに割り当てるサブキャリア割り当て部と、
　指向制御を行うための重みを演算する重み演算部とを更に有し、
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　前記遅延付加・指向制御部は、
　前記サブキャリア割り当て部から出力された信号に対して、前記通知信号により周波数
ダイバーシチを通知された場合にはサブキャリア毎に所定量の位相回転を行い、前記通知
信号によりマルチユーザダイバーシチを通知された場合には前記重み演算部から出力され
た重みを乗算する重み乗算部と、
　前記重み乗算部から出力された信号に対して、周波数時間変換を行うＩＦＦＴ部と、
　を有する請求項９に記載の無線送信機。
【請求項１１】
　前記遅延付加・指向制御部は、ユーザが通信を行う際に確保される周波数軸と時間軸と
で規定される領域を構成する基本領域であるチャンクの周波数帯域幅をＦｃとした場合に
、前記通知信号により周波数ダイバーシチが通知されたときは、送信アンテナ間の最大遅
延時間（ｎ－１）Ｔが（ｎ－１）Ｔ＞１／Ｆｃとなるように遅延時間Ｔを設定し、前記通
知信号によりマルチユーザダイバーシチが通知されたときは、送信アンテナ間の最大遅延
時間（ｎ－１）Ｔが（ｎ－１）Ｔ＜１／Ｆｃとなるように遅延時間Ｔを設定する請求項９
又は１０に記載の無線送信機。
【請求項１２】
　前記遅延付加・指向制御部は、ユーザが通信を行う際に確保される周波数軸と時間軸と
で規定される領域を構成する基本領域であるチャンクの周波数帯域幅をＦｃ、ユーザに割
り当てられた通信スロットの帯域幅をＢＷとした場合に、前記通知信号により周波数ダイ
バーシチが通知されたときは、送信アンテナ間の最大遅延時間（ｎ－１）Ｔが（ｎ－１）
Ｔ＞１／ＢＷとなるように遅延時間Ｔを設定し、前記通知信号によりマルチユーザダイバ
ーシチが通知されたときは、送信アンテナ間の最大遅延時間（ｎ－１）Ｔが（ｎ－１）Ｔ
＜１／Ｆｃとなるように遅延時間Ｔを設定する請求項９又は１０記載の無線送信機。
【請求項１３】
　ｎ本（ｎは２以上の整数）の送信アンテナと、
　指向制御を行うための重みを乗算する、もしくは、前記ｎ本の送信アンテナに供給する
送信信号を最大遅延時間（ｎ－１）Ｔ以下だけ遅延させる遅延付加・指向制御部と、
　を有する無線送信機。
【請求項１４】
　前記遅延付加・指向制御部は、送信信号を周波数ダイバーシチにより送信するかマルチ
ユーザダイバーシチにより送信するかを通知する通知信号により、周波数ダイバーシチが
通知された場合には前記ｎ本の送信アンテナに供給する送信信号を最大遅延時間（ｎ－１
）Ｔ以下だけ遅延させ、前記通知信号によりマルチユーザダイバーシチが通知された場合
には指向制御を行うための重みを乗算する、または、前記ｎ本の送信アンテナに供給する
送信信号を最大遅延時間（ｎ－１）Ｔ以下だけ遅延させる請求項１３記載の無線送信機。
【請求項１５】
　前記無線送信機は、
　ユーザ毎の送信信号の単位で変調処理を行うユーザ毎信号処理部と、
　前記ユーザ毎信号処理部から出力された信号に対して、サブキャリア割り当て信号に従
いサブキャリアに割り当てるサブキャリア割り当て部と、
　指向制御を行うための重みを演算する重み演算部とを更に有し、
　前記遅延付加・指向制御部は、前記サブキャリア割り当て部から出力された信号に対し
て、前記通知信号により周波数ダイバーシチを通知された場合にはサブキャリア毎に所定
量の位相回転を行い、前記通知信号によりマルチユーザダイバーシチを通知された場合に
は前記重み演算部から出力された重みを乗算する、またサブキャリア毎に所定量の位相回
転を行う重み乗算部と、
　前記重み乗算部から出力された信号に対して、周波数時間変換を行うＩＦＦＴ部と、
　を有する請求項１３又は１４に記載の無線送信機。
【請求項１６】
　前記遅延付加・指向制御部は、ユーザが通信を行う際に確保される周波数軸と時間軸と
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で規定される領域を構成する基本領域であるチャンクの周波数帯域幅をＦｃとした場合に
、前記通知信号により周波数ダイバーシチが通知されたときは、送信アンテナ間の最大遅
延時間（ｎ－１）Ｔが（ｎ－１）Ｔ＞１／Ｆｃとなるように遅延時間Ｔを設定し、前記通
知信号によりマルチユーザダイバーシチが通知されかつサブキャリア毎に所定量の位相回
転を行う場合は、送信アンテナ間の最大遅延時間（ｎ－１）Ｔが（ｎ－１）Ｔ＜１／Ｆｃ

となるように遅延時間Ｔを設定する請求項１４又は１５記載の無線送信機。
【請求項１７】
　前記遅延付加・指向制御部は、ユーザが通信を行う際に確保される周波数軸と時間軸と
で規定される領域を構成する基本領域であるチャンクの周波数帯域幅をＦｃ、ユーザに割
り当てられた通信スロットの帯域幅をＢＷとした場合に、前記通知信号により周波数ダイ
バーシチが通知されたときは、送信アンテナ間の最大遅延時間（ｎ－１）Ｔが（ｎ－１）
Ｔ＞１／ＢＷとなるように遅延時間Ｔを設定し、前記通知信号によりマルチユーザダイバ
ーシチが通知されかつサブキャリア毎に所定量の位相回転を行う場合は、送信アンテナ間
の最大遅延時間（ｎ－１）Ｔが（ｎ－１）Ｔ＜１／Ｆｃとなるように遅延時間Ｔを設定す
る請求項１４又は１５に記載の無線送信機。
【請求項１８】
　ｎ本（ｎは２以上の整数）の送信アンテナと、
　前記ｎ本の送信アンテナに供給する送信信号を最大遅延時間（ｎ－１）Ｔ以下だけ遅延
させる遅延時間付加部を有し、
　前記遅延時間付加部は、
　前記送信アンテナから共通パイロット信号を送信する場合には、最大遅延時間（ｎ－１
）Ｔが（ｎ－１）Ｔ＜１／Ｆｃとなるように遅延時間Ｔを設定する、又は、共通パイロッ
ト信号が含まれるチャンクが周波数ダイバーシチにより送信するかマルチユーザダイバー
シチにより送信するかを通知する通知信号により、周波数ダイバーシチが通知された場合
には、最大遅延時間（ｎ－１）Ｔが（ｎ－１）Ｔ＞１／Ｆｃとなるように遅延時間Ｔを設
定し、前記通知信号がマルチユーザダイバーシチを通知した場合には、最大遅延時間（ｎ
－１）Ｔが（ｎ－１）Ｔ＜１／Ｆｃとなるように遅延時間Ｔを設定する無線送信機。
【請求項１９】
　ｎ本（ｎは２以上の整数）の送信アンテナと、
　前記ｎ本の送信アンテナに供給する送信信号を最大遅延時間（ｎ－１）Ｔ以下だけ遅延
させる遅延時間付加部とを有し、
　前記遅延時間付加部は、前記送信アンテナから個別パイロットチャネルを送信する場合
に、個別パイロットチャネルが含まれるチャンクが周波数ダイバーシチにより送信するか
マルチユーザダイバーシチにより送信するかを通知する通知信号により、周波数ダイバー
シチが通知されたときには、最大遅延時間（ｎ－１）Ｔが（ｎ－１）Ｔ＞１／Ｆｃとなる
ように遅延時間Ｔを設定し、前記通知信号によりマルチユーザダイバーシチが通知された
ときには、最大遅延時間（ｎ－１）Ｔが（ｎ－１）Ｔ＜１／Ｆｃとなるように遅延時間Ｔ
を設定する無線送信機。
【請求項２０】
　ｎ本（ｎは２以上の整数）の送信アンテナと、
　前記ｎ本の送信アンテナに供給する送信信号を最大遅延時間（ｎ－１）Ｔ以下だけ遅延
させる遅延時間付加部とを有し、
　前記遅延時間付加部は、前記送信アンテナから個別パイロットチャネルを送信する場合
に、個別パイロットチャネルが含まれるチャンクが周波数ダイバーシチにより送信するか
マルチユーザダイバーシチにより送信するかを通知する通知信号により、周波数ダイバー
シチが通知されたときには、最大遅延時間（ｎ－１）Ｔが（ｎ－１）Ｔ＞１／Ｆｃとなる
ように遅延時間Ｔを設定し、前記通知信号によりマルチユーザダイバーシチが通知された
ときには、前記重み演算部から出力される重みを用いて指向制御を行う無線送信機。
【請求項２１】
　ｎ本（ｎは２以上の整数）の送信アンテナと、



(5) JP 2009-95044 A5 2010.8.5

　前記ｎ本の送信アンテナに供給する送信信号を最大遅延時間（ｎ－１）Ｔ以下だけ遅延
させる遅延時間付加部とを有し、
　前記遅延時間付加部は、前記送信アンテナから個別パイロットチャネルを送信する場合
に、個別パイロットチャネルが含まれるチャンクが周波数ダイバーシチにより送信するか
マルチユーザダイバーシチにより送信するかを通知する通知信号により、周波数ダイバー
シチが通知されたときには、最大遅延時間（ｎ－１）Ｔが（ｎ－１）Ｔ＞１／Ｆｃとなる
ように遅延時間Ｔを設定し、前記通知信号によりマルチユーザダイバーシチが通知された
ときには、前記重み演算部から出力される重みを用いて指向制御を行う、または最大遅延
時間（ｎ－１）Ｔが（ｎ－１）Ｔ＜１／Ｆｃとなるように遅延時間Ｔを設定する無線送信
機。
【請求項２２】
　ｎ本（ｎは２以上の整数）の送信アンテナと、
　前記ｎ本の送信アンテナに供給する送信信号を最大遅延時間（ｎ－１）Ｔ以下だけ遅延
させる遅延時間付加部とを有し、
　前記遅延時間付加部は、
　前記送信アンテナから同期信号を送信する場合に、最大遅延時間（ｎ－１）Ｔが（ｎ－
１）Ｔ＞１／Ｆｃとなるように遅延時間Ｔを設定する無線送信機。
【請求項２３】
　ｎ本（ｎは２以上の整数）の送信アンテナと、
　前記ｎ本の送信アンテナに供給する送信信号を最大遅延時間（ｎ－１）Ｔ以下だけ遅延
させる遅延時間付加部とを有し、
　前記遅延時間付加部は、
　前記送信アンテナから共通制御信号又は個別制御信号を送信する場合に、共通パイロッ
ト信号と同じ最大遅延時間を設定する無線送信機。
【請求項２４】
　ｎ本（ｎは２以上の整数）の送信アンテナと、
　前記ｎ本の送信アンテナに供給する送信信号を最大遅延時間（ｎ－１）Ｔ以下だけ遅延
させる遅延時間付加部とを有し、
　前記遅延付時間加部は、
　前記送信アンテナからマルチキャスト信号又はブロードキャスト信号を送信する場合に
、最大遅延時間（ｎ－１）Ｔを（ｎ－１）Ｔ＞１／Ｆｃと設定する無線送信機。
【請求項２５】
　前記ｎ本の送信アンテナが複数の異なるセクタに属する請求項２～２４のいずれかの項
に記載の無線送信機。
【請求項２６】
　前記ｎ本の送信アンテナが複数の異なる基地局装置に属する請求項２～２４のいずれか
の項に記載の無線送信機。
【請求項２７】
　送信信号を周波数ダイバーシチにより送信するかマルチユーザダイバーシチにより送信
するかを通知する通知信号に応じた遅延時間Ｔによって、前記ｎ本（ｎは２以上の整数）
の送信アンテナに供給する送信信号を最大遅延時間（ｎ－１）Ｔ以下だけ遅延させる無線
送信方法。
【請求項２８】
　ｎ本（ｎは２以上の整数）の送信アンテナと、
　前記ｎ本の送信アンテナに順次遅延させて送信信号を供給する遅延時間付加部とを有し
、
　前記遅延時間付加部は最適な送信ダイバーシチ効果を与えるべく前記送信信号の遅延量
を可変とされているマルチキャリア無線送信機。
【請求項２９】
　ｎ本（ｎは２以上の整数）の送信アンテナと、
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　前記ｎ本の送信アンテナに順次遅延させて、または所定の重みを乗算して指向制御を行
って送信信号を供給する遅延付加・指向制御部とを有し、
　前記遅延付加・指向制御部は最適な送信ダイバーシチ効果を与えるべく前記送信信号の
遅延量または前記重みの乗算を行うマルチキャリア無線送信機。
【請求項３０】
　ｎ本（ｎは２以上の整数）の送信アンテナと、
　前記ｎ本の送信アンテナに順次遅延させて送信信号を供給する遅延時間付加部とを有し
、
　前記遅延時間付加部は、前記送信アンテナから送信され共通パイロットチャネルが含ま
れるチャンクに付加される遅延時間を、前記共通パイロットチャネルに対しても適用する
マルチキャリア無線送信機。
【請求項３１】
　ｎ本（ｎは２以上の整数）の送信アンテナと、
　前記ｎ本の送信アンテナに順次遅延させて送信信号を供給する遅延時間付加部とを有し
、
　前記遅延時間付加部は、前記送信アンテナから送信され個別パイロットチャネルが含ま
れるチャンクに付加される遅延時間を、前記個別パイロットチャネルに対しても適用する
マルチキャリア無線送信機。
【請求項３２】
　ｎ本（ｎは２以上の整数）の送信アンテナと、
　前記ｎ本の送信アンテナに順次遅延させて、または所定の重みを乗算して指向制御を行
って送信信号を供給する遅延付加・指向制御部とを有し、
　前記遅延付加・指向制御部は、前記送信アンテナから送信され個別パイロットチャネル
が含まれるチャンクに付加される遅延時間を、前記個別パイロットチャネルに対しても適
用するか、または指向制御を行うべく適切な重みを前記個別パイロットチャネルに対して
適用するマルチキャリア無線送信機。
【請求項３３】
　ｎ本（ｎは２以上の整数）の送信アンテナと、
　前記ｎ本の送信アンテナに順次遅延させて送信信号を供給する遅延時間付加部とを有し
、
　前記遅延時間付加部は、前記送信アンテナから同期信号を送信する場合に、同期信号に
対して遅延を付加するマルチキャリア無線送信機。
【請求項３４】
　ｎ本（ｎは２以上の整数）の送信アンテナと、
　前記ｎ本の送信アンテナに順次遅延させて送信信号を供給する遅延時間付加部とを有し
、
　前記遅延時間付加部は、前記送信アンテナから送信され共通パイロットチャネルに付加
される遅延時間を、共通制御信号および個別制御信号の一方または両方に対しても適用す
るマルチキャリア無線送信機。
【請求項３５】
　ｎ本（ｎは２以上の整数）の送信アンテナと、
　前記ｎ本の送信アンテナに順次遅延させて送信信号を供給する遅延時間付加部とを有し
、
　前記遅延時間付加部は、前記送信アンテナから送信されるマルチキャスト信号またはブ
ロードキャスト信号に対して遅延を付加するマルチキャリア無線送信機。
【請求項３６】
　ｎ本（ｎは２以上の整数）の送信アンテナを具備するマルチキャリア無線送信機におい
て、ユーザ毎もしくは物理チャネル毎に異なる送信ダイバーシチ方式を用いて送信を行う
マルチキャリア無線送信機。
【請求項３７】
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　前記ユーザ毎に異なる送信ダイバーシチ方式を用いて送信を行うことは、周波数軸方向
に広い範囲にわたって通信スロットが割り当てられたユーザと、周波数軸方向に狭い範囲
にわたって通信スロットが割り当てられたユーザとで、異なる送信ダイバーシチ方式を用
いて送信を行うことを含む請求項３６に記載のマルチキャリア無線送信機。
【請求項３８】
　前記異なる送信ダイバーシチ方式とは、前記ｎ本の送信アンテナに供給する送信信号に
付加される遅延時間が異なる送信ダイバーシチ方式である請求項３６または３７記載のマ
ルチキャリア無線送信機。
【請求項３９】
　前記マルチキャリア無線送信機は、
　ユーザ毎もしくは物理チャネル毎に、前記ｎ本のアンテナに供給される送信信号に付加
される遅延時間を変える処理を行う遅延時間付加部と、
　ユーザ毎の送信信号の単位で変調処理を行い、各々が前記遅延時間付加部をｎ個具備す
るユーザ毎信号処理部と、
　前記ユーザ毎信号処理部から出力された信号を、前記ｎ本の送信アンテナ単位で合成す
るアンテナ毎信号処理部と、
を有する請求項３６～３８のいずれかの項に記載のマルチキャリア無線送信機。
【請求項４０】
　前記マルチキャリア無線送信機は、
　ユーザ毎もしくは物理チャネル毎に、前記ｎ本のアンテナに供給される送信信号に付加
される循環遅延時間を変える処理を行う遅延時間付加部と、
　ユーザ毎の送信信号の単位で変調処理を行い、各々が前記遅延時間付加部をｎ個具備す
るユーザ毎信号処理部と、
　前記ユーザ毎信号処理部から出力された信号を、前記ｎ本の送信アンテナ単位で合成し
、ガードインターバルを付加するアンテナ毎信号処理部と、
を有する請求項３６～３８のいずれかの項に記載のマルチキャリア無線送信機。
【請求項４１】
　前記マルチキャリア無線送信機は、
　ユーザ毎の送信信号の単位で変調処理を行うユーザ毎信号処理部と、
　前記ユーザ毎信号処理部から出力された信号に対して、サブキャリア割り当て信号に従
いサブキャリアに割り当てるサブキャリア割り当て部と、
　前記サブキャリア割り当て部から出力された信号を、前記ｎ本の送信アンテナ単位で信
号処理するアンテナ毎信号処理部と、を有し、
　前記遅延時間付加部は、
　前記サブキャリア割り当て部から出力される信号に対して、ユーザ毎もしくは物理チャ
ネル毎に、サブキャリア毎に所定量の位相回転を行う位相回転部と、
　周波数時間変換を行うＩＦＦＴ部と、を有する請求項３６～３８のいずれかの項に記載
のマルチキャリア無線送信機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】無線送信機、無線送信方法およびマルチキャリア無線送信機
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